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積層造形製造、あるいは３D プリント技術とも呼

ばれる製造法は、従来の切削加工などの減法製造

とは違い、デジタル設計に基づいて材料を一層ず

つ積み重ねて形を作っていく新しい製造技術だ。

航空宇宙、自動車、エネルギー、医療などさまざ

まな分野で、高性能部品の製造に画期的な進歩を

もたらした。この革新的な技術によって、材料を

無駄にすることなく、かつ短時間でさまざまな形

状の製品の試作品を作ることが可能になり、製造

に最適な特殊粉末など材料の開発にもつながっ

た。 

田中貴金属工業が世界で初めてプラチナベー

スの３D プリンター用粉末を開発したのは10

年以上前だ。３Dプリンターで複雑な形状の

プラチナベースの製品を製造できるようにな

り、強い耐食性、極端な高温でも強度を維持

するなどプラチナの優れた特性を活かした全

く新しいタイプの製品を作ることが可能にな

った。 

現在、PGM の特殊粉末を用いた３Dプリン

ト技術は航空宇宙産業で大きな注目を集め

ている。ジョンソン・マッセイによると、

次世代の人工衛星用スラスターにこの製造

法が採用されるはずで、寿命が長く、軽量

で様々な設計の製品が実現できる。 

オンデマンドプリント 

さらに、ファイバーグラス製造のように高温で  

耐食性の高い部品を必要とする分野でも、材料  

を効率よく使える最新技術のおかげで、PGM粉 

末を利用できるようになった。３D プリント技術

は、一方で在庫調整の面でも大きな利点をもたら 

した。通常の部品生産は数百単位で生産するため、

倉庫に保管して保険をかけ、出入庫を管理する必 

要があるが、３Dプリント技術を利用すれば、  

オンデマンドで必要な時に必要な数だけ製造でき 

るため、複数の粉末材料を揃えておくだけで済む。 
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３Dプリント技術は宝飾品業界にも広まりつつある

が、昨年初めて、この技術を使ったプラチナ宝飾品

の販売が始まり、宝飾品デザインと製造に新たな道

を開いた。「Tùsaire Collection」と名打った３０点

からなる宝飾品コレクションは、 スコットランドの

ゲール語で「パイオニア」を意味する。プラチナと

チタンの合金を使った大きくてインパクトの強いネ

ックレス、イヤーカフ付きのイヤリングや指輪など

がある。 

同コレクションの立ち上げにも関わった、プラチ

ナギルドインターナショナルのグローバルディレ

クターの Tai Wong 氏はこう語る。 

「私たちは、プラチナを使った３Dプリント技術を

実際の商品に使ってその利点や課題を明らかにす

ることで、この技術を宝飾品のあらゆる分野に広

め、斬新なデザインや新しい感覚の宝飾品を披露

したいと思っています。未知の可能性を持つ３Dプ

リント技術はこれからの宝飾品業界にとって非常

に重要になることは間違いと思っています。」 
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